







































































づいて集めたもので、漢に至って『礼記』に入れられたといわれる。②秦の荘襄王と始皇帝に仕えた。編著に 呂氏春秋』がある。③『礼記』月令「孟春之月」 「天子居青陽左个、乗鸞路、駕倉龍、載青旂、衣青衣、服倉玉 食麦与羊（天子
　
青陽左个に居りて、鸞路に乗り、倉龍に駕し、 旂を載せ、青衣を衣て、倉玉を服し、麦と羊とを食す） 」 とある。青陽は天子の東堂（東の御殿） 。鸞路は虞舜 車。倉は蒼と同じ。旂は旗。④岩波本で 「右［个ニ］在ザルナリ」 。 「左个」とあるべきところを「右个」に誤り さらに「古ヘ」 書き誤ったのであろう。⑤腹をかかえて大笑いする。抱腹と書く は誤用 よる慣用。【現代語訳】　
月令の書は呂不韋の作という説があるが、何のために

















































































































【注】①『礼記』曲礼篇。②ぴったりあてはまること。③周の文王の母、太任。④行くととまると、すわるとふすと。日常の起居動作。⑤婢妾は下女。召使いの女性⑥もてあそぶ。なぐさみに る。⑦度を過ごした行ない。正しくない行ない。⑧散楽は中国古代の芸能の一つ。雅楽に対して民間の舞楽。唐代、転じ 軽業・奇術・滑稽・物まねに音楽をともなった雑多な芸能をいう。 奈良時代 日本 輸入され、平安時代に盛行。 訛して「さるがく」 も呼ばれ、田楽や猿楽 どに受け継がれた。鎌倉時代に入って演劇化し、能と狂言となる。ここでは雑多な をいう⑨拘泥する。執着する。










として、 親戚や下女たちがいつも溺愛してこの子を弄び、不正や淫らな行ないだけを教え、時には戯れのあまり、有るこ を無いといったり、 無いことを有るといったり、淫らな芸や妖 げ 術をおこなう所に遊行し、劇場や芸能に馴染み、仏に礼拝したり、鬼神をなめてかかったりする。　
八、九歳以後は、少し心ある父母は 学を勧め礼義を





















































礼義に施すべきを取れり。 〔中略〕三百五篇、孔子皆なこれを弦歌す。 ） 」とある。④『詩経』国風の鄭風と衛風の詩を指す。 『論語』衛霊公篇に「鄭声淫（鄭声は淫） 」 、陽貨篇 悪鄭声之乱雅楽（鄭声の雅楽 乱すを悪む） 」 、 『礼記』楽記篇に「鄭衛之音、乱世之音也（鄭・衛の音は乱世 音なり） 」とある。⑤『詩経』国風の鄭風と衛風をいう⑥『論語』子路篇。⑦『論語』為政篇。【現代語訳】　
先輩の儒者たちは、 「詩は大昔は数が多かった。孔子
がこれを削って三百篇にした」という。もし孔子がこれをお削りになったのならば、どうして鄭・衛 淫らな詩を削らなかったのだろうか。この鄭や衛の詩は、後世の人を戒しめるためにお残しになったと、弁護の論をなすのはこじつけである。戒めのために残したとすれば、すべての詩 削るに及ばない。こ 二つの国風の内でも、
























































































































ことが多い。④朝廷に奉る本。⑤『四書大全』 。明・永楽年間、胡広等奉勅撰。⑥勅命を受けて作られた書物。⑦『三国志』は晋・陳寿撰。南朝宋・裴松之奉勅注。 『世説新語』は南朝宋・劉義慶撰 梁・劉孝標注。⑧割
わり
注のこと。




というのは『孟子』七篇を偶数冊数にするためととるべきか。 『四書大全』の『孟子』は、第一冊に「梁恵王章句上・下」 「公孫丑章句上」の三篇、第二冊に「公孫丑章句下」 「滕文公章句上・下」を収め、第三冊は「離婁篇章句上・下」 、第 冊は「万章章句上・下」 、第五冊は「告子章句上・下」 、第六冊は「尽心章句上・下」となっている。⑰『孟子集註』では巻一が「梁恵王章句上・下 、以下巻七までそれぞれ上下二篇を収めている。【現代語訳】　
朱子の四書の序のうち、 『大学』 『中庸』は朱子の作文
であり、 『論語』 』は「序説 として 史記』の文や古説を述べて、自身の文を作っていない。これは孔孟の書に序を作ることを遠慮し 、あえて作っていないのであって、後世のいかに博識な大儒といっても、この謙譲ぶりには及ぶことはできない。この一事をもって朱子の人柄を知ることができ 。　
また、 （ 『大学章句』 『中庸章句』に） 「朱熹章句」 、 （ 『論
語集註』 『孟子集註』に） 「朱熹集註」と書いて るのは疑問である。朱子が註をつけたのは 朋友や門人に向けての書であって、奏上本で ない。だから別 姓名を書
き付けるには及ばない。 『大学章句』 『論語集註』とだけでよく、上に書き続けて下に「朱熹章句」 「朱熹集註」と書くことはあってはならない。　
明の初め、 『四書大全』が編纂された。この書は大い
に行われ、集註本は用いられなく った 『四書大全』は勅撰なので撰者の名を書く。だか 「朱熹集註」と書いて『四書大全』の撰者に連ねたのである。これもありうることである。すべて勅撰の註書はみなそうである。『三国志』や『世説新語』の類がこれを証明している。その後、 『四書大全』を嫌っ 、集註だけの本が出た。この時の本は、 『四書大全』の本にも づ て小註を除いたものなので、本書の元の面目を失っていることが多い。 「朱熹集註」と下にある は、 『四書大全』を写したもので、元には かった。　
註は一字下げて、字の大きさは本文と同じであって、
割り註ではない。今、割り註にしているのは元 ではなく、また、 『四書大全』 通りでもない。これは ただ紙を惜しん 始めたと思われる。 『論語』 『孟子』については、巻一と二は、すべて元の本ではない 『 学の篇首に割り註 て、 「大旧音泰」云々と うのや、 『中庸』の割り註「中者不偏」云々は、どれも『四書大全』の削り残りである。
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　『中庸』 『大学』の始めに「子程子曰」というのは通常の註である。 「右経一章」の下、又「右伝幾章」の下、 『中庸』 「右第幾章」の下、みな朱子の通常の註であって、変わっていないのを、これだけを大きく書いて通常の割り註とは別にして のは、 『四書大全』から集 に写したときの刪り残りと知ることができる。　これらの類は『五経大全』にも多く見られる。今、改
められるならば、それぞれ改めたいもの あ 後世に書き改めるときは、 「熹」の字を書 てはい い。 「子」とすべきであ 。しかし、これも 『大学章句』 『論語集註』と上にあるのに続けて書くときは、朱子 くに 及ばない。　『孟子』の書は趙岐の古註がある。このとき「章句」とした。しかし、 『大学』 『中庸』は一章づつ章 分けいるので「章句」 いう。 『論語』 『孟子 は一篇の内に数章あるので章句 はいえない。だから論語章句と いわない。 『孟子』の場合 「梁恵王章句上下」として る。これはおかしい。また、この上下と分けるのも不用なことである。この「章句」は趙岐本の削り残り ろうか。または『四書大全』の きのあやまりであるはずだ 古説にて、 論語』二十篇・ 『孟子』七篇となっていれば、そのま であるべきだ。 『論語』では二篇づつ合せ 一
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【注】①『論語』里仁篇に「仁者安仁、知者利仁（仁者は仁に安んじ、知者は仁を利とす） 」とある。②十五の注①参照。③『中庸章句』第十六章「子曰、鬼神之為徳、其盛矣乎。～誠之不可揜、如此夫。 」④鬼神の働きの盛大微妙を述べて 誠」の偉大な徳の形容としているが、前後 文章との連続が悪く 「誠」がここに出てくるのも唐突である。注②にあげた「君子道、費而隠」から始まる第十二章から「鬼神」の直前の第十五章の論旨は「君子のふみ行うべき道 、わかりやすくて明白であると同時に奥深くてわかりにくい。そ始まりは身近なものであるが、その究極は天地の果てまでも広くゆきわたっている。平凡な日常 徳を実行し、足りないところを補うため 努力し 過ぎたところを抑制する。君子は自分の境遇に適応 た行動をとり 自分の道を守 」というものである。 「鬼神」 一段を、懐徳堂学派では錯簡とみて、第二十四章の「至誠之道 可
懐徳堂研究　第 4 号　平成 25 年 2 月 28 日
78































































































とある。④周本紀「西伯崩」の集解（裴駰）に「徐廣曰、文王九十七乃崩」とある。⑤嫡子。⑥武王の弟 武王の子の を助けて周 朝の基礎を作ったとされる。⑦周公と召公。武王の弟。⑧管叔と蔡叔。周公旦の弟。乱を起こして殺された。⑨武王の娘（出典不明） 。⑩成王の弟、唐叔虞 晋 始祖。⑪『孟子』公孫丑上に文王は「百年而後崩」とある。【現代語訳】　『中庸』 「武王末に命を受く」の朱註には「末は猶ほ老のごとし」という。これは『礼記』文王世子篇 文夢話に基づく。そこでは文 が武王に「私は百歳で死ぬだろう、そなたは九十歳 死ぬだろう。今、 （私 寿命から）そなたに三年の命を与えよう」と言ったが、果たして文王は九十七歳で崩じ、武王 九十三歳で崩じ
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ある。これを信じたとして、武王が九十三歳で崩じたのであれば、成王はそのとき幼かったとあるから、武王が八十歳余りの時の子とみられる。だから 「末」 の字を 「老」と同じというのである。　
文王がいかに聖知であるといっても人の寿命を知って
いるのだろうか。また自分 年齢を人に与えること ありうるだろうか。たとえ一日や半時であってもできないことであ 。まして三年もという は無理なこと また親孝行な武王が、父の年齢を縮めて自分に加え 。天下でこれより不孝なことはない。このことから昔の書物がでたらめであること わかる。　
しかし、朱子もこのことを信じているのではないけれ
ど、文王が九十七歳、武王が九十三歳ということは事実であるとしている。だから、この論（ 「末は猶ほ老 ごとし」 ）があるのだろう。 『史記』もこの（文王世子篇 ）説に拠っている。　
いずれにしても、武王は四五十歳の間に天命を受けて
王となったのであろう。 「末」というのは、在位や年号に初・中・末をいうように、武王の一生五六十年 末にというこ である。 「老」 ではないだろ 。いずれにせよ、武王は五六十歳で崩御したと思われ 。そのわけは 武王は殷を伐ってまもなく崩じた。そのとき嫡子の成王は
幼なかったために周公が摂政になった。この時、成王の弟が多くいた。武王が九十三で崩じたのであるなら、武王の弟の周公・召公、 管叔・蔡叔はともに七八十歳であったはずである。成王が十歳ほどであったとすれば、武王の八十歳余り 時の子である。武王の娘の杞の大姫という人は、大姫と から長女である。まだ未婚であから、二十歳未満のはずである そうすると七十歳 ころの子である。武 が七十歳まで子がなくて、それから大姫や成王をはじめとして、成王の弟の叔虞以降の多くの子が急に出生したのは、あやしくはないだろ か。　
そういうわけで、 文王の寿命が百年であったことは 『孟
























































































































③『中庸章句』第十二章「君子之道、費而隠」 （十五・十六に既出） 。④伊藤仁斎『中庸発揮』下。⑤万年は懐徳堂初代学主三宅石庵の別号。三宅石庵が唱えた説を中井竹山が補って手写した 錯簡説』が懐徳堂文庫に残る。⑥岩波本では「五 ・中井ノ二先生」とする。意を汲み取って書き換えたか。底本通りの「五井ノ二先生」ならば五井持軒とその子の蘭洲になる。持軒は大坂の儒者で三宅石庵と親交があっ 。蘭洲は懐徳堂初代学主三宅石庵・二代学主中井甃庵・三代学主三宅春楼を支え、懐徳堂の教育を朱子学に導いた人物 ・履 の師。 「五井・中井ノ 先生」ならば蘭洲と中井甃庵。甃庵は懐徳堂第二代学主で、中井竹山・履軒 父。三宅石庵の創案を受け継いで竹山・履軒につなぐ なれば、 蘭洲と中井甃庵を指すと考えられる。
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声も無く臭も無し」と。至れるかな） 」で終わって る。「徳輶如毛」は『詩経』大雅・烝民の句。徳は毛のように軽妙が、 だれも持ち上げる民はな と続く 「上天之載、無声無臭」は『詩経』大雅・文王の句。地の文として用いたと思われる。【現代語訳】　『中庸章句』で鬼神の章が十六章にあるのは錯簡（入れちがい）である。この『中庸』は文章の趣旨 首尾一貫することが正確に守られてい し しながら この






より十七章の「舜其大孝也」につながり、次第に武王・周公の孝に移っていく。ここから順に繰り上げ 二十四章は二十三章となる。 （二十四章の） 「至誠如神（至誠
　







その上、この書は、前に論じたように、 「天命」 から 「中
庸」 、そして「誠」 て完成する。 「誠」はこの書の中核
山片蟠桃『夢ノ代』経論篇訳注（二） ―  岸田知子
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アブル。コノ一章 カギリテ卓然トシ 家語中ノ善美アツマル。コレヲ以テ レバ中庸ハ元ニシテ家語ヘヌキ出シタルコトシルベ 。コノ書ノ本末備リタルト ノ妄作ト、ソノ黒白自カラ分明ナリ。【注】①『中庸章句』第二十章
②『孔子家語』 。魏の王粛の偽作。 「哀公問政」は巻四。③『論語』になぞらえて作ったと見られることから、 「擬作」という。【現代語訳】　『中庸』の「哀公問政」の章を、 「 『孔子家語』から出た」という者がいる。しかし、 『孔子家語』は疑うべきことが多い。擬作であるこ は明らかである。 『孔子家語』 は、この一章を除くと、あとは見るべきものがない。その他の所では、すべて聖人孔子を奇怪なものとして述べ いて、妄説や杜撰な説があふれている。この一章だけはぬきんでていて、 『孔子家語』の中のよいところがここに集まっ いる。 このことから考え 、 『中庸』 が元になっていて『孔子家語』が抜き出したことがわか 『中庸』が全文趣旨が備っ る と 、 『孔子家語』の妄語と、その黒白は自然にあきらか ある。
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